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研究成果の概要（和文）： 
本研究では、欧州都市の中でも都市再生の先進的事例として知られているバルセロナ(スペイ
ン)、ビルバオ（スペイン）、トリノ（イタリア）、マルセイユ（フランス）、ベルリン（ドイツ）
等を対象に、①都市再生政策の実態を把握し、②都市再生の結果生じたジェントリフィケーシ
ョンによる地区変容の現状と移民コミュニティの諸課題を特定するとともに、③そうした負の
側面に対する地域からの自律的な取り組みならびに都市政策上の対応を検討した。空間的アプ
ローチの観点からは従来にも増して公共空間の意味が重要性を増しており、わけても空間設計
だけではなくそこでの多様な活動プログラムの展開が政策の鍵を握っている。こうした空間整
備に加えて、一定の社会住宅の整備や住民のエンパワーメントを支援する社会プログラムを同
時並行的に実施することで、多文化を混淆させる新たな価値創造を目指している現状が明らか
になった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The main issues discussed in this project are (1) urban regeneration policies in the leading 
European cities such as Barcelona (Spain),  Bilbao (Spain), Turin (Italy) Marselle (France) and 
Berlin (Germany), (2) how the socially vulneable neighbourhood areas in such cities have been 
affected by a gentrification process, and (3) how those areas have approached to maintain social 
coherenve in neighbourhood level. The experiences of regenerated cities reveal that a concept of 
neighbourhood management after achieving certain level of built environment should be called into 
question and socio-cultural diversity of neighbourhood remains a continuing key strategy for future. 
İn planning-strategy terms, the combined approach of rehabilitation-creation of public space and 
social housing and social programs such as education-employment training provides flexibility that 
can make socially vulnerable districts more comfortable to live in and have social inclusion with 
the adjacent community.  
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１．研究開始当初の背景 
洋の東西を問わず、都市再生の試みが開始
されて久しい。規制緩和による大規模再開発
を前提とするなど経済の論理に従属的なわ
が国の都市再生政策に比して、基礎自治体主
導で、当該地域の歴史的背景や社会的状況を
尊重した持続的で積み上げ型の都市計画を
展開してきた欧州の経験は示唆的であり、こ
れまでわが国において各国の事例研究が幅
広く取り組まれてきた。 
本研究の対象都市における近年の環境再
生の試みは、ひとまず成功裏に終わったと認
識されているが、一方で疲弊市街地が「再生」
した結果、ジェントリフィケーション（地区
の高級化）が発生し、ミドルクラスの芸術家
や高学歴の若者らが移り住み、旧来からの界
隈の変質を余儀なくされている地区が少な
くない。 
都市再生の「成功」に起因する家賃の上昇

は、相対的に貧困な居住層をその地域から排
除していく。ジェントリフィケーションがも
たらす弊害は、1960 年代中頃から指摘され
ており（Atkinson et.al, 2008）、都市再開発と
既存コミュニティの崩壊を問う問題設定自
体は新しいものではない。しかし、近年の都
市再生の流れで着目すべきは、新たな居住層
としての国内外からの貧しい移民の存在で
ある。移民の多くは経済力が脆弱であり、ジ
ェントリフィケーションの悪影響を最も端
的に受けるのである。 
近年、事業の目玉として集中的に整備され
た「再生地区」の周縁に新たな移民層が流入
し、旧来からの居住層との文化的軋轢を生じ
ているケースもある。例えば再生事例として
名高いバルセロナの旧市街では、空間的な再
生の一方で、地区の魅力に少なからず貢献し
ている様々なエスニック・グループとスペイ
ン人居住層の共存の問題が顕在化している。
すなわち、ジェントリフィケーションの発生
と並行して、出自の異なる様々な民族との共
生が新たな都市問題として浮上しているの
である。わが国のまちづくりにおいても、多
文化共生の取り組みは今後避けて通れない
問題となることが予想される（三宅 2009）。 
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２．研究の目的 
従来の欧州都市再生の研究は、疲弊市街地
が再生に至るまでの都市政策・制度、アーバ
ンデザインの実際、現実に再生された空間の
評価といった側面に力点が置かれ、再開発の
負の側面を自覚的に検討してきたとは言い
難い。再開発の悪影響に関する研究の蓄積が
比較的多いのは都市社会学の分野だが、そこ
ではジェントリフィケーションに警鐘を鳴
らしたり、多文化共生政策の重要性を指摘し
たりといった認識論の範疇での分析は多く
見られるものの、そうした課題にどのような
空間的対応や計画論的アプローチが可能か
といった議論はいまだ深まりを見せていな
い。 
疲弊市街地におけるジェントリフィケー
ションのコントロールや多文化共生の取り
組みは、激しい都市間競争の一方策として観
光政策が大々的に推し進められている昨今、
あるいは都市の広告としての都市再生のア
ピールが全盛の昨今、すなわち「ポスト都市
再生」のいまだからこそ、その重要性が問わ
れている。 
本研究は、従来の研究で見落とされがちだ
った再開発後の地区の変容、特に移民層と新
居住者層との共生の可能性、そして再開発後
の都市マネジメントの戦略の検討こそが持
続可能なまちづくりにとって不可欠である
との立場に立脚し、 
① 各都市の疲弊市街地における都市再

生戦略の概要を社会的背景、都市計画
技術、事業の仕組みの各側面について
明らかにする 

② 都市再生の結果生じたジェントリフ
ィケーション（地区の高級化）による
地区変容の現状と移民コミュニティ
の諸課題を特定する 

③ そうした負の側面に対する地域から
の自律的な取り組みならびに都市政
策上の対応を把握する 

④ 様々な人種・階層が住まう多文化共生
へ向けた都市戦略の展望を多角的に
考察する 

ことを目的とした。 
なお、調査の対象としたのは、バルセロナ、

マドリード、ビルバオ、タラゴナ（以上、ス
ペイン）、マルセイユ（フランス）、トリノ（イ
タリア）、アムステルダム（オランダ）、ベル
リン（ドイツ）の各都市であった。 
 
 



 

 

３．研究の方法 
研究の方法は、一時資料の収集と読解、現

地における空間調査ならびに関連組織への
インタビューに依拠する。H22年度は、資料
集ならびにデータベース構築を行った。研究
に必要な資料および関連研究論文の収集を
行った上で、国内外における既往研究成果を
さらに整理し、これまでの論点ならびに研究
上の空白部分を特定した。現地調査について、
各都市の都市計画担当部局や整備公社（欧州
では再開発にあたり官民が共同で出資して
混成会社を設立する方法が一般的である。例
えばバルセロナの旧市街振興公社等）にヒア
リングを行い、疲弊市街地の再生の問題がプ
ランナーの側からどのように捉えられてい
たのかを明らかにするよう努めた。H23年度
は、地区レベルでの既存コミュニティの維
持・強化ならびに多文化共生をテーマに掲げ
活動を展開している地元住民組織へのイン
タビューを重視した。 
 
 
４．研究成果 
 ジェントリフィケーションや多文化共生
の観点から見た都市再生の先進事例の再評
価ならびに新たな都市戦略の可能性を主題
に設定し、研究を進めた。 
 都市再生と社会的排除のテーマを解明す
るにあたり、 
① 都市化の過程で初期は国内移民、後に国
外移民の受け皿となってきた、都市拡大
成長期に建設された郊外部の大規模住宅
団地 

② 都市化の過程で初期は高密化とその後の
空洞化を経験し、後には移民地区化、現
在ではジェントリフィケーションにより
サービス産業化している歴史的市街地 

を対象とした。 
 ①型として、カンプ・クラー地区（タラゴ
ナ）、クロイツベルグ地区（ベルリン）、②型
として、バルセロナの旧市街、ビルバオのサ
ン・フランシスコ地区およびラ・ビエハ地区、
マドリードのラバピエス地区、トリノのポル
タ・パラッツォ地区、マルセイユ旧市街を取
り上げ、分析した。 
 ②型の場合、伝統的なコミュニティとの軋
轢やジェントリフィケーションによる住民
層の変質といった問題が顕著であり、むしろ
そうした摩擦をきっかけとしてお互いが知
恵を出し合い、公共空間の使い方等のまちの
ルールづくりにまで発展させようとするケ
ースが確認できる一方で、①型では、地理的
な困難もあり、社会的統合への試みは容易で
ないことが明らかとなった。 
 分析対象都市は、いずれも物的環境整備と
しての問題市街地の修復プログラムを有し
ているが、行政による多文化共生を含む社会

プログラムを有するのはバルセロナ、タラゴ
ナ、ベルリン、トリノ、マルセイユである。
ジェントリフィケーションへの対応策とし
て代表的なのは地価の高騰による追い出し
を防ぐための家賃コントロールであるが、そ
れを除くと都市計画的観点からの明確な方
法は確立されていない。むしろ、ベルリンや
バルセロナの例で判明したように、公共空間
の質を高めることが、結果として地区のジェ
ントリフィケーションを惹起し、空間の私有
化を進めてしまう危険性がある。しかし、行
政による社会的包摂プログラムが様々な地
区で戦略的に活用されており、そのプロセス
にいかに多様な利害関係者が関与していく
かが問われている。 
 その代表的な取り組みとして、ドイツの
「社会都市」プログラム、トリノ市の The Gate
プロジェクト、スペイン・カタルーニャ州の
「界隈法」に着目し、移民に代表される社会
的弱者の居住環境や包摂が都市政策の中で
どのように位置づけられ、実際の空間として
還元されているのか把握した。特にトリノと
カタルーニャの例に顕著だったのが、公共空
間整備の政策上の重要性である。問題市街地
において、公共空間の持つ意味は少なくない。
そうした地区では往々にして公共空間の面
積は少なく、また個々の住宅が狭小のため使
用可能な空間が少ないこともあり、都市活動
の舞台としての公共空間が希求される状態
にある。したがって、公共空間の拡大と回復
は、界隈の生活の質を向上し、共有空間にお
ける多文化共生の問題を解決するために不
可欠なテーマであるといえる。いずれの取り
組みも、公共空間の整備や住宅の修復といっ
た従来の物的環境整備に加えて、ジェンダー
問題の解決や機会均等の実現、雇用教育プロ
グラムといった社会的包摂の措置をひとつ
の都市政策として盛り込んでいるが、投資額
ならびに実効性の面からは依然としてより
有効な政策展開の余地を残している。 
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